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第
三

章
昭
和
戦
前
期
の
産
業
と
経
済

昭
和
は
、

昭
和
五
年
の
春
以
降
の
米
、

繭
を
は
じ
め
と
す
る
農
産
物
価
格
が
大
暴
落
し
日
本
中
の
農
村
社
会
に
深
刻
な
打
撃
を
与
え
た

「
昭
和
恐
慌
」
で
そ
の
幕
を
あ
け
た
。

『
鳴
沢
村
事
務
報
告
』

は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

一
村
内
ノ
概
況

戸
教
二
百
九
十
八
戸
、

人
口
千
九
百
七
十
六
人
ナ
リ

牛
一
頭
、

馬
百
九
十
八
頭
、

荷
積
馬

車
二

十
七

台
、

荷
車
十
一
台
ア
リ

村
民
ノ
大
部
分
、
農
業
ラ
専
業
ト
シ
養
蚕
ラ
副
業
ト
生
計
シ
居
ル
モ
糸
価
暴
落

=
因
リ
困
餒
シ
ツ
、
ア
リ

(
中

略
)

一
経
済
及
会
計

本
年
度
村
税
整
理
二
関
シ
テ

ハ
精
励
其
ノ
事
ニ
当
リ
シ
モ
財
界
不
況
ノ
折
柄
未
納
額
戸
数
割
っ
於
テ
人
員
百
三

十
五
人
金
額
千
二
百

八
十
一
円
八
十
八
銭
ナ
リ

村
民
の
四
五
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
百
三
十
五
人
の
未
納
者
が
出
た
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
農
業
恐
慌
は
日
本
中
の
農
村
を
ま

き
こ
み
鳴
沢
村
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
恐
慌
の
鳴
沢
村
の
産
業
経
済
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
側
面
か
ら
具
体
的
に
見
て



(第23表)農産物構成
昭 和 4 年 度 昭 和 6 年 度

農 産 物
収 穫高価 額|単 価(A)収 穫高価 額単 価(B)|B/A

麦 円 円 円 円
601|4,812 8 01 480 3,456 7 20 89.9
107 1,605 15 146 2044 93.3

大 204 3,672 108 1,080 10 55.6
小 55 1,485 27 480 59.3
ア 160 1,760) 11 337 2,965 8 80円 80.0
ビ 66 396| 120 66.7
キ 22 396 18 13 130 10 5.6
ト ・モロコ 630 8,190 915 6,520 6 90 531

用 ン 136 2,584 138 1,380
モ 貫 46,800 70,200 5081,000 6,480 5.3

50,400 4,032 8 50,700 3.,042 75.0
} 6,800 612

ン ジ 1,350 415 31 270 21 25.8
ボ 2,200 660 3 900 90 10 33.3

120 36 0 450円 90| 20 66.7
ケ 5,850円 1,755 5,400円 270 16.7

1.5 20 1.5 15 10 50.0
ンゲン マ 15 40 18 216 12 30.0

芸 ウ 1,500円 40 1,500 300 50.0
3,600 2 20 3,600 540 75.0

産| タ ネ石 400200
合 計 104,560 29,639

-928 -‒
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1 6 3

8 3
い
こ
う
。

5.2
5

5
5

1
第
2 3
表
は
、
昭
和
恐
慌
突
入
直
前
の
時
期
で
あ
る

8
6

8
0
5

2 0
5

昭
和
四
年
度
と
、

恐
慌
突
入
後
の
昭
和
六
年
度
の
鳴

4
664 0

0
0

7
1

8 01
1

1
沢
村
の
農
産
物
構
成
と
各
農
作
物
の
単
価
を
比
較
し

(

1
た
も
の
で
あ
る
。
両
年
を
比
較
す
る
と
、
ま
ず
昭
和

0
0
6

2

|
四
年
の
農
産
物
総
価
額
は
十
万
四
千
五
百
六
十
円
で

1
2
5
2
0
0

2
3 3 3

5
0

4 1
あ
っ
た
も
の
が
、

昭
和
六
年
に
は
四
割
程
度
の
四
万

8 9 1
0 0

0
0

二
千
三
百
十
四
円
に
激
減
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

4
2

8
C6

8
28 1

4
し
か
し
、
例
え
ば
大
麦
、
大
豆
、
ニ
ン
ジ
ン
、
ゴ
ボ

1
年

3 0
ウ
な
ど
の
よ
う
に
生
産
量
が
落
ち
て
い
る
も
の
も
若

3 5
0
2

8
6

6

2
干
あ
る
が
、

多
く
の
農
作
物
は
昭
和
四
年
の

水
準

OS5
1

1
5

か
、
そ
れ
以
上
の
生
産
量
を
上
げ
て
い
る
。
従
っ
て

3
5

1
生
産
価
額
の
激
減
は
農
産
物
価
額
の
暴
落
に
よ
っ
て

石
〃

貫
ハ

ク
た
〃ら
貫買

っ
引
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
第2 3
表
最
右

麦
麦

|
豆

豆
ワ
エ

ビ
シ
バ

モ
根
ラ
ン
ウ
キ
ナ
メ
メ
リ

ャ
計

ハ
ウ

チ
欄
の
昭
和
四
年
の
単
価
を
百
と
し
た
昭
和
六

年
の
農

カヤ

大
ブ
、ン

ク
エ
ボ

産
物
単
価
の
指
数
を
み
る
と
、
比
較
的
安
定
し
て
い

大
小

一
大
小
ア
ヒ
キ
ト
ソ
ジ

生
カ
ニ
ゴ
ネ
ツ
ウ
イ
キ
カ

ナ
合

る
大
麦
と
小
麦
を
除
け
ば
大
き
く
下
落
し
て
い
る
。

麦
類
|

食
用

園
工
産

特
に
昭
和
四
年
段
階
で
鳴
沢
村
の
農
産
物
価
額
の
三
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(第24表)副業品生産調
昭 和 4 年 度 昭 和 6 年 度 B/A

数 量 価 額 単価円(A)|数 量 価 額 単価円(B)
蜂 蜜 335貫 1,373円 4 10 500貫 2,000円 4 97.6
鶏卵 3,360個 2,590/ 77 3,520個 860/ 24 31.2
雛 100羽 70″ 70 397羽 198/ 50 71.4
桑 苗 4,200本 75/ 4,800本 24/ 1 50.0
桑 葉 108,725貫 21,745〃! 20 451,325貫 38,098〃 40.0

25,853 41,180

- 929‒

1

分
の
二
に
当
た
る
七
万
円
の
産
額
を
示
し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
、
昭
和
六
年
に
は
一
・
七
倍
の
八

万
一
千
貫
の
生
産
量
を
上
げ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
貫
当
り
一
円
五
十
銭
で
あ
っ
た
単
位
が
十

0
1
8

5
八
分
の
一
以
下
の
た
っ
た
の
八
銭
に
暴
落
し
た
の
を
は
じ
め
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

生
大

根、
大

4
豆
、
ソ
バ

等
々
比
較
的
生
産
額
の
多
か
っ
た
農
産
物
の
単
価
が
軒
並
半
分
程
度
と
な
り
、
そ
の

比
率
は
生
産
量
の
増
加
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
い

た
。
こ
の
こ
と
は
農
産
物
価
額
の
暴
落
に
よ

っ
て
失
う
分
を
生
産
量
の
増
加
に
よ
っ
て
補
お
う
と
し
た
結

果
、

生
産
過
剰
と
な
っ
て
更
に
価

格
の
低
下
を
引
き
起
こ
す
と
い
う
悪
循
環
を
生
む
こ
と
に
な
る
。
生
産
物
の
す
べ
て
が
売
却
さ

れ
た
と
は
い
え
な
い
に
し
て
も
、

第
2 3
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
農
産
物
価
額
の
激
減
は
農
家
経

済
を
そ
の
根
底
か
ら
揺
る
が
す
こ
と
に
な
る
。

2
農
民
た
ち
は
農
産
物
価
額
の
暴
落
に
よ
る
打
撃
を
養
蚕
業
を
は
じ
め
と
す
る
副
業
に
よ
っ
て

カ
バ
ー
す
べ
く
努
力
し
た
。
昭
和
恐
慌
期
の
副
業
品
生
産
調
で
あ
る
第2 4

表
に
よ
れ
ば
、
鳴
沢

村
で
は
副
業
品
生
産
額
が
、

一
・
六
倍
の
四
万
一
千
円
余
に
増
加
し
て
い
る
。
な
か
で
も
桑
葉

の
生
産
量
は
、
後
に
み
る
よ
う
に
養
蚕
業
の
伸
長
と
も
相
ま
っ
て
生
産
量
は
四
・
二

倍
に
急
増

し
て
い
る
。
こ
の
増
加
率
は
単
価
が
わ
ず
か
に
八
銭
に
下
落
し
た
こ
と
を
補
っ
て
な
お
あ
ま
り

あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
も
し
養
蚕
業
が
不
振
と
な
っ
た
場
合
に
は
農
家
経

数
済
を
一
層
後
退
さ
せ
る
結
果
と
な
る
弱
さ
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

蜜
卵

苗
葉

前
か
ら
述
べ
て
い
る
よ
う
に
農
家
の
副
業
の
大
宗
は
養
蚕
業
で
あ
る
が
、

農
業
恐
慌
の
波
は

蜂
鶏
雛
桑
桑

養
蚕
業
に
も
襲
い
か
か
っ
た
。
鳴
沢
村
に
お
い
て
は
唯
一
の
現
金
収
入
源
と
い
っ
て
も
よ
い
繭



昭 和 年 度

春 蚕 夏 秋 蚕

268戸 259戸(内春蚕農家 246戸)
19,537瓦 13,096瓦 C/A D/B

数量(貫) 価額(円) 単価(C) 数量(貫)価額(円)|単価(D) %

14,005 38,923 2 78 4,777 11,311 |37 50.4 39.5
926 930 100 362 422 1 17 71.9 53.2
463 416 90 105 45.0 28.0

15,394 40,269 2 62 5,290 11,858 24 51.6 41.3

- 930

価
の
暴
落
が
恐
慌
の
痛
手
を
一
層
大
き
な
も
の
と
し
た
。

N
V

O F
農
業
恐
慌
時
の
鳴
沢
村
の
養
蚕
業
調
で
あ
る
第2 5

表
に
よ
れ
ば
、
昭
和
四
年
段
階
で

春
蚕
、

夏
秋
蚕
合
わ
せ
て
一
万
七
千
三
六
五
貫
の
繭
を
生
産
し
生
産
価
額
は
九
万
百
七

十
一
円
に
の
ぼ
っ
た
。
し
か
し
、
恐
慌
後
の
昭
和
六
年
段
階
に
は
産
繭
量
は
二
割
増
の

二
万
六
百
八
十
四
貫
と
増
加
し
た
も
の
の
、

生
産
価
額
は
四
割
以
上
も
少
な
い
五
万
二

0
1
7

2
千
百
二
十
七
円
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
繭
単
価
の
下
落
に
よ
る
も
の

2
1

2

で
あ
り
、

事
実
、

全
体
の
九
六
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
上
繭
の
単
価
は
一
貫
当
り

五
円
六
十
七
銭
か
ら
半
分
以
下
の
二
円
六
十
七
銭
に
暴
落
し
て
い
る
。
も
し
繭
価
格
の

暴
落
が
起
き
な
け
れ
ば
養
蚕
収
入
は
実
際
の
二
倍
以
上
の
十
万
円
に
達
し
て
い
た
は
ず

5
で
あ
る
。
こ
の
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
繭
価
の
暴
落
は
、
養
蚕
農
家
に
よ
る
生
産
量
の

5
増
加
に
よ
る
収
入
の
補
て
ん
と
い
う
行
動
に
駆
り
立
て
繭
価
の
一
層
の
値
崩
れ
を
引
き

0 6

2
0

起
こ
し
手
間
賃
ど
こ
ろ
か
生
産
に
要
し
た
費
用
も
回
収
で
き
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
農

2
作
物
、
養
蚕
繭
価
の
暴
落
に
よ
る
鳴
沢
村
の
農
家
経
済
の
破
綻
を
い
く
ぶ
ん
か
で
も
支

え
た
の
が
林
産
物
の
存
在
で
あ
る
。

即
ち
、
該
時
期
の
林
産
物
調
で
あ
る
第2 6

表
に
よ
れ
ば
、
黒
炭
、
致
、
マ
ツ
タ
ケ
の

よ
う
に
昭
和
四
年
当
時
の
六
・
六
～
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
に
単
価
が
暴
落
し
恐
慌
の

影
響
の
深
さ
を
改
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

鳴
沢
村
で
は
黒
炭
の
生
産
量
を
二

=
=
=

倍
、
用
材
マ
ツ
の
そ
れ
を
三
倍
増
す
る
一
方
で
新
た
に
柴
草
三
十
七
万
貫
、
マ
ダ
ケ
三
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(第25表)養蚕業調

昭 和 年 度

春 蚕 夏 秋 蚕

養 蚕 農 家 数 267戸 252戸(内 春蚕農家247戸)
掃 立 数 2,285枚 1,315枚

数量(貫) 価額(円) 単価(A) 数量(貫) 価額(円) 単価(B)
10,240 56,490 5 52 4,734 28,404 00
905 1,262 1|39 630 1,385 2 20

1,022 2,044 2 00 234 585 2 50
計 11,767 59,796 5 08 5,598 30,375 43

(第26表)林産物調
昭 和 4 年 度 昭 和 6 年 度 B/A

数 量 価 額単価円(A)数 量 価 額 単価円(B)
炭 6,600貫 4,550円 69 14,000貫 2,240円 16 23.2

桶・ 樽 類 250/
笊 3,000個 1,800〃 680 2,166個 325〃 15 25.0

用材マ ッ 30石 310 10 33 100石 700/ 67.8
〃 カラマツ 80/ 320/ 80/ 300/ 3 75 93.8
薪 炭 材 500棚 790/ 1 58
シイ タケ 240貫 44/ 18
マツ タ ク 5〃 60〃 12 14貫 11/ 79 6.6

草 |369,000〃 3,690〃 1
ダ ケ 3,134束21,938〃
計 8,124ヶ 29,204/1

- 93

g
:

千
百
三
十
四
束
の
生
産
を
開
始

6
2
2

5
す
る
な
ど

積
極
的
な
増
産
に
努

度

kc
o

r a
m

o J

め
、

林
産
物
の
生
産
価
額
を

7
3

7
三
・
六
倍
増
す
る
こ
と
に

成
功

/

し
て
い
る
。

夏
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
農
産

物
、
副
業

品、
養
蚕
繭
、

林
産

4
物
の

生
産
価
額
を
比
較
す
る
と

=
=

6 9
3 3

昭
和
四
年
段
階
は
二
十
二
万
八

4
1

千
円

余
で
あ
っ
た
の
に

対
し

て
、
昭
和
六
年
段
階
は
、

林
産

物
、

副
業
品
の
増
収
は
あ
っ
た

も
の
の
十
六
万
四
千
円
余
に
と

ど
ま
り
、
農
産
物
価
額
の
減
収

繭
繭

繭
分
六
万
二

千
円
を
カ
バ
ー
す
る

炭
類

ケ
草

ケ
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
更
に

T
h
e

昭
和
六
年
六
月
に
降
ヒ
ョ
ウ
に

マ
上
玉

屑
黒

柴
よ
る
被
害
が
追
い
打
ち
を
か
け
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た
。

災
害
救
助
を
懇
願
す
る
村
長
の
陳
情
書
の
行
間
に
当
時
の

鳴
沢
村
々
民
の
苦
渋
が
痛
い
ほ
ど
伝
わ
っ
て
く
る
。

陳
情
書

昭
和
六
年
六
月
十
七
日
午
後
五
時
ョ
リ
降
雹

(
本
村
耕
地
百
七
十
町
歩
こ
渉
リ
被
害
ラ
チ与
へ
大

豆、
小

豆、
粟
等
農
作
物

の
全
滅
ニ
シ

テ
殊
二
桑
葉
ニ
於
テ
ハ
目
下
春
蚕
三

齢
期
ナ
ル
ニ
其
ノ
被
害
甚
大
ニ
テ
投
蚕
ス
ル
者
続
出
ツ
財
界
不
況
ノ
折
柄
カ
、
ル
天
災
ヲ
受
ケ
本

村
民
唯
一
ノ
財
源
タ
ル
農
業
及
養
蚕
皆
無
ノ
状
態

=
陥
リ
本
村
民
ノ
困
窮
一
方
ナ
ラ
ザ
ル
ニ
付
御
調
査
ノ
上
災
害
救
助
ノ
方
途
ヲ
構
セ

ラ
レ
度
伏
テ
懇
願
奉
リ
候

昭
和
六
年
六

月
二
十
一
日

山
梨
県
南
都
留
郡
鳴
沢
村
長

渡
辺
勢
次
郎

山
梨
県
知
事

平
田
紀
一
殿

農
村
恐
慌
下
に
あ
っ
て
「
唯
一
ノ
財
源
」
と
し
て
の
頼
み
の
綱
で
あ
る
が
ゆ
え
、

村
民
の
多
く
は
祈
る
よ
う
な
気
持
ち
で
蚕
育
の
作
業

を
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
時
の
予
期
し
な
い
降
電
、
い
よ
い
よ
三
齢
期
に
入
ら
ん
と
し
た
蚕
は
飼
料
で
あ
る
桑
葉
を
補
給

す
る
こ
と
が
で
き
ず
次
々
に
死
ん
で
い
っ
た
。
「
投
蚕
ス
ル
者
続
出
」
の
文
言
の
な
か
に
農
民
の
無
念
さ
が
に
じ
み
で
て
い
る
こ
と
を
く

み
取
る
の
は
筆
者
の
み
で
な
い
だ
ろ
う
。

幸
い
な
こ
と
に
『
鳴
沢
村
役
場
文
書
』
の
な
か
に
「
公
有
林
野
整
理
成
績
調
査
」
と
題
す
る
調
査
が
残
っ
て
お
り
、

そ
の
調
査
項
目
に

当
時
の
村
民
経
済
の
概
要
が
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
村
当
局
の
目
を
通
し
て
見
た
昭
和
恐
慌
下
の
鳴
沢
村
の
実
情
を
示
す
も
の
と
し

て
興
味
深
い
。
多
少
長
く
な
る
が
、
産
業
経
済
の
部
分
の
み
を
抜
粋
し
て
引
用
し
た
い
。

主
ナ
ル
産
業
ト
其
ノ
年
産
額
(
昭
和
五
年
末

調
)
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養
蚕
一
九
、
八
一
四
貫

四
七
、
一
六
四
円

木
炭
一
四
三

、〇
〇
〇
貫

一
七
、
一
六
〇
円

(
用
材
四
六
、
七
八
五
石

二
九
、
六
八
六
円

林
産
物

薪
材

五
、
二
二
八
石

一
、
九
八
四
円

計
三

一
、
六
七
〇
円

特
ニ
土
地
利
用

=
関
係
ア
ル
産
業
ノ
状
勢

本
村
、
前
項
記
載
ノ
如
ク
富
士
山
西
北
麓

ニ
位
ス
ル
僻
遠
地
ニ
シ
テ
広
大
ナ
ル
地
域
ヲ
有
ス
ル
ト
雖
モ
其
九
割
ハ
山
林
ニ
シ
テ
耕
地

ハ
僅
カ
ニ
部
落
ノ
附
近

ニ
拓
ヶ
水
田
ナ
ク
全
部
畑
地
ニ
シ
テ
多
ク
ハ
桑
及
雑
穀
ヲ
産
ス
従
ツ
テ
主
タ
ル
産
業
、
農
養
蚕
ナ
リ
ト
謂
フ

ヲ
得
シ
然
リ
ト
雖
モ
今
後

ニ
於
テ
ハ
地
況
ノ
関
係
上
耕
地
拡
張
ノ
餘
地
モ
ナ
ク
林
業
ヲ
以
テ
主
業
ト
ス
ル
真
ニ
山
林
タ
ル
ニ
至
ル
ベ

キ
状
勢
ナ
リ

村
民
経
済
ノ
概
況

本
村
住
民
ノ
主
タ
ル
生
業
、
普
通
農
事
ト
シ
テ
畑
作
ト
養
蚕
及
製
炭
業
ニ
シ
テ
他
ニ
副
業
ト
シ
テ
ハ
養
鶏
、
木
工
業
等
ア
リ
ト
雖
モ

従
業
者
及
生
産
量
共

ニ
僅
小
ナ
リ
今
最
近
五
ヶ
年
間
ノ
一
戸
当
年
収
入
ノ
状
況
ラ
見
ル
ニ
左
表
/
如
ク
ニ
シ
テ
特
こ
富
豪
ト
称
ス
ベ

キ
モ
ナ
ク
従
ツ
テ
貧
富
ノ
懸
隔
甚
シ
カ
ラ
ス
ト
雖
モ
多
数
住
民
ノ
収
入
ハ
辛
ウ
ジ
テ
其
ノ
生
活
費
ヨ
支
フ
ル
ニ
足
ル
ノ
状
況
ニ
シ
テ

殊
=
近
来
財
界
不
況
ノ
影
響
ハ
愈
々
深
刻
ラ
加
へ
生
業
、
衰
退
シ
テ
労
力
量
に
多
ク
ノ
餘
剰
フ
生
シ
更
ニ
主
産
物
タ
ル
蚕
繭
及
林
産

物
ノ
価
格
暴
落
等
幾
多
経
済
上
ノ
打
撃
ラ
受
ケ
今
ヤ
一
般
二
生
活
上
ノ
苦
痛
ヲ
訴
へ
出
稼
人
ノ
如
キ
年
々
其
数
ヲ
増
加
ス
ル
ノ
状
勢

ニ
シ
テ
山
林
経
済
ノ
不
振
察
ス
ル
ニ
足
ル
ベ
シ

主
な
る
産
業
の
年
産
額
に
は
農
産
物
価
額
を
含
ん
で
い
な
い
が
、

統
計
綴
に
よ
れ
ば
集
計
の
時
間 期
が

キ若
干
ず
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
約



(2第7表)地目別所有別土地面積 (昭和5年)
私 有 村 有 社 寺 有 県 有

田 (町)
畑 (〃) 4631519 2010 21810
山林(〃) 4578212 521221 10404 5,9477000
原野(〃) 56412 1637413 6901
宅地(坪) 50,54912 120

四

-934-

二
万
九
千
円
台
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
昭
和
五
年
末
段
階
の
鳴
沢
村
の
産
業
の
年
産
額
は
約
十
二
万
五
千
円

で
あ
っ
て
、
そ
の
構
成
比

は、
木
炭
を
含
む
林
産
物
が
三
九
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
養
蚕
が
三
七
・
七
パ
ー

t
s

i
r

o
r
e
f

o

セ
ン
ト
、
農
産
物
が
二
三
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
木
炭
を
含
む
林
産
物
の
比
重
が
著
し
く
高
い
の

は
、
引
用
部
分
の

直
前
に
掲
示
さ
れ
た
地
目
別
所
有
別
土
地
面
積
(
第7 2

表
)
に
あ
る
よ
う
に
水
田
を
持

た
ず
、
畑
面
積
の
割
合
が
六
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
極
端
に
少
な
く
、
村
域
の
九
〇
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
山

林
が
占
め
て
い
る
と
い
う
自
然
的
条
件
に
よ
る
も
の
で
あ
り
「
今
後
ニ
於
テ
ハ
地
況
ノ
関
係
上
耕
地
拡
張

1

ノ
余
地
モ
ナ
ク
林
業
ヲ
以
テ
主
業
ト
ス
ル
」
と
い
う
展
望
は
正
し
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
山

林
も
九
二
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
が
県
有
、
即
ち
恩
賜
林
で
あ
る
点
は
見
逃
せ
な
い
事
実
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

有
は
鳴
沢
村
民
の
林
野
の
利
用
に
対
し
て
様
々
な
制
約
が
存
在
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

例
え
ば
、
昭
和
六

年
五
月
の
「
木
炭
生
産
量
調
査
」
か
ら
山
林
の
利
用
状
況
が
判
明
す
る
部
分
を
引
用
し
、
山
林
利
用
の
一

端
を
探
っ
て
み
た
い
。

有
製
炭
原
料
林
調
査本
書

当
村

ニ
於
テ

ィ
私
有
林

ヨ
リ
製
炭
業
ヲ
営
ム
モ
ノ
ナ
シ

0

四
木
炭
資
材
立
木
価
調
査
/
件

本
村
、
恩
賜
県
有
財
産
内
ノ
立
木
ヲ
払
下
壱
石
金
四
拾
銭
内
外
ノ
単
価
ナ
リ
一
俵
五
十
匁
三
俵
当

老
俵
当
原
木
料
金
拾
参
銭
参
厘

h

引
用
部
分
で
も
明
記
さ
れ
て
い
る
様
に
鳴
沢
村
の
製
炭
は
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
県
有
林
に
依
存
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
鳴
沢
村
の
製
炭
状
況
に
つ
い
て
若
干
詳
し
く
み
て
お
き
た
い
。
第
2 8
表
は
昭
和
五
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(第28表)木炭生産調 (昭和5年)

電数(A)生 産 量(B) B/A

俵 数 構 成

月 45 5,720 3.8 127.1
2 1〃1 24 8,650 5.7 360.4

20 7,900 5.2 395.0
33 12,270 8.1 371.8

〃 45 13,370 8.8 297.1
35 13,270 8.7 379.1

171 24 9,480 6.2 395.0
〃 26 11,015 7.2 423.7

27 8,985 5.9 332.8
10 33 10,620 7.0 321.8
11 } 63 16,715 11.0 265.3
12 " 84 21,668 14.2 258.0

計 461 152,173 100 330,0‒
‒

‒‒935-̶

年
度
の
木
炭
(
黒

炭)
生
産
状
況
の
調
査
表
か
ら
作
成
し
た
月
別
の

竈

数
及
び
生
産
量
で
あ
る
。
ち
な
み
に
同
年
の
製
炭
従
業
者
は
九
十
二

名

p
を
数
え
る
。

第
2 8
表
に
よ
れ
ば
年
間
総
生
産
量
は
十
五
万
二
千
百
七
十

3
5

5
8

8
8

三
俵
で
あ
る
。
た
だ
同
表
の
生
産
量
の
月
別
推
移
を
見
る
か
ぎ
り
、
十

一
～
十
二
月
の
両
月
に
全
生
産
量
の
四
分
の
一
が
集
中
し
て
い
る
も
の

の
、
四
～
六
月
の
三

カ
月
間
も
一
万
二
千
俵
を
超
え
て
い
る
な
ど
、
必

ず
し
も
季
節
性
を
色
濃
く
持
っ
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。
む
し
ろ
、

48
生
産
量
を
竈
数
で
除
し
て
み
る
と
、
生
産
量
の
多
い
十
一
～
十
二

月
期

計
H
E

が
年
平
均
値
を
下
回
っ
て
い
る
事
実
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

1
3
4
5
6
7

8
9

1 1
の
こ
と
は
鳴
沢
村
の
製
炭
従
事
者
に
一
年
間
を
通
し
て
木
炭
生
産
を
行

っ
て
い
る
専
業
者
と
農
閑
期
の
み
に
製
炭
を
行
う
比
較
的
規
模
の
小
さ
な
業
者
が
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
は
や
鳴
沢
村
で
は
木
炭
製
造

は
副
業
で
は
な
く
産
業
と
し
て
大
き
く
成
長
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
昭
和
九
年
に
至
り
、
富
士
国
立
公
園
の
設
定
に
伴
っ
て
公

有
林
を
特
別
地
域
に
編
入
す
る
動
き
が
持
ち
上
が
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
鳴
沢
村
は
村
を
挙
げ
て
反
対
し
た
。
以
下
「
請
願
」
か
ら
そ
の
主
張

す
る
と
こ
ろ
を

聞
こ
う
。

公
有
林
ラ
特
別
地
域
に
編
入
セ
ザ
ル
様
請
願

山
梨

県
南
都
留
郡
鳴
澤
村

本
村
、
富
士
北
麓
吉
田
、

精
進
間
ノ
中
央
ニ
当
ル
一
小
村
ニ
シ
テ
五
湖
ノ
中
西
湖
に
最
モ
近
ク
其
ノ
距
離
四
料
山
中
湖
二
最
モ
遠
ク

距
離
二
十
料
全
村
ハ
鳴
沢
、

大
田
和
ノ
両
区
二
分
レ
北
方
ノ
壇
和
山
ヲ
除
ク
以
外
、
総
テ
富
士
噴
出
物
ノ
痩瘦
薄
ナ
ル
土
質
ヲ
成
シ
河
水



-936 -‒

無
ク
住
民

、
畑
作
、
養
蚕
、
林
産
ヲ
以
テ
主
要
ナ
ル
生
業
ト
致
シ
居
リ
候

往
時
ョ
リ
愛
林
ノ
念
強
ク
公
有
林
ト
シ
テ
保
護
、
造
成
セ
ル
地
積
百
八
町
歩
ニ
達
シ
更
二
明
治
四
十

年
、
四
十
二
年
ノ
本
県
下
大
水

害
=
際
シ
本
村
、
被
害
絶
無
ナ
ル
ニ
係
ハ
ラ
ズ
県
ノ
奨
励

ニ
基
キ
従
来
ノ
採
草
地
こ
造
林
セ
ル
モ
ノ
百
三
十
町
歩
ニ
及
ビ
克
ク
今
日
ノ

林
相
ト
風
致
ト
フ
成
ズス

ニ
至
リ
候

然
シ
テ
カ
ー
ル
大
地
積
ノ
公
有
林
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
富
士
北
麓
ニ
唯
本
村
ア
ル
ノ
ミ
故

=
本
村
こ
属
ス
ル
山
地
ニ
ハ
絶
エ
テ
裸
地
崩
壊

地
無
ク
国
土
保
安
ノ
愛
国
的
観
念
モ
本
村
ノ
自
然
ガ
之
ヲ
涵
養
致
シ
居
ル
モ
ノ
、
如
ク
自
負
ス
ル
ニ
至
リ
候
抑
本
村
ノ
公
有
林
タ
ル
其

ノ
由
来
ス
ル
所
実
ニ
明
治
初
年
二
於
テ
政
府
ノ
不
要
存
地
ヲ
買
収
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
公
有
林
タ
ル
名
称
ナ
ル
モ
実
、
当
時
公
費
ラ
以

テ
支
弁
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
非
ズ
シ
テ
各
戸
分
当
ニ
支
出
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
有
之
候
然
シ
テ
之
が
利
用
へ

一
、

非
常
事
変
ノ
勃
発
例
へ
バ
大
火
災
、

暴
風
雨
伝
染
病
流
行
等
二
際
シ
村
民
ノ
負
担
甚
大
ナ
ル
場
合

=
一
部
皆
伐
及
擇
伐
ラ
ナ
シ
タ

ル
コ
ト

一
、
公
共
営
造
物
ノ
改
増
築
、
新
築
及
消
防
器
具
器
械
ノ
購
入
土
木
水
道
工
事
費
等
二
充
当
ス
ル
為
一
部
ヲ
伐
採
競
売
シ
タ
ル
コ
ト

一
、
下

水
、
下
草
菌
類
、
随
時
採
集
ヲ
許
ス
コ
ト

一
、

特
二
青
年
訓
練
所
、
実
業
補
習
学
校
、

男
女
青
年
団
消
防

組、
養
蚕
組
合
等
ノ
諸
施
設
三
間
伐
ヲ
許
シ
タ
ル
コ
ト

一
、

貧
困
者
ノ
為
特
定
ノ
箇
所
ニ
立
入
ラ
許
シ
下
木
枯
損
木
ノ
採
集
ヲ
許
シ
タ
ル
コ
ト

一
、

庭
石
採
集
ノ
為
昭
和
七
年
三
千
六
百
三
十
円
ラ
以
テ
自
動
車
道
路
ヲ
設
ヶ
年
額
一
千
円
ノ
熔
岩
ヲ
採
集
シ
村
経
費
に
充
当
ス

1
農
林
省
ノ
禁
猟
区
設
定
以
来
鳥
獣
繁
殖
シ
部
分
林

=
接
近
セ
ル
地
域
へ
農
作
物
ノ
収
穫
殆
ド
皆
無
二
付
現
ニ
之
ガ
補
充
ノ
為
雲
雀

丘
開
墾
中
ナ
ル
モ
将
来

、公
有
林
ヲ
伐
採
シ
切
替
畑
ト
シ

一
ハ
収
穫
の
増
加
シ
ー
ハ
住
民
ノ
漸
増
ニ
対
ス
ル
耕
地
ノ
配
分
ラ
図
ラ

ン
ト
ス
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以
上
ノ
如
キ
慣
行
ヲ
以
テ
今
日
ニ
至
リ
為
二
村
政
ハ
円
満
ナ
ル
発
達
ッ
示
シ
各
種
団
体
ノ
成
績
へ
向
上
シ
全
国
的
な
模
範
ト
シ
テ
表
彰

ラ
受
ケ
一
層
之

ヲ
助
長
セ
シ
ャ
ツ
、
ア
リ
フ
レ
ー
ニ
公
有
林
ノ
賜
ニ
有
之
候
試
ミ
ニ
之
ヲ
表
示
ス
レ
バ

鳴
澤
村
大
田
和
産
業
組
合

中
央
会

鳴
澤
村
大
田
和
養
蚕
組
合

大
日
本
養
糸
会

鳴
澤
村
青
年
団

文
部
大
臣

鳴
澤
村
女
子
青
年
団

全
二

回

鳴
澤
農
業
補
習
学
校

県
知
事

大
田
和
農
業
補
習
学
校

県
知
事

鳴
澤
産
業
組
合

県
知
事

鳴
澤
青
年
訓
練
所

県
知
事

鳴
澤
村
消
防
組

金
馬
簾
八
条

鳴
澤
村
納
税
成
績
可

東
京
税
務
監
督
局
長

従
テ
本
村
、
公
有
林
ノ
保
護
及
利
用
ノ
為
二
将
来
模
範
村
ノ
建
設

ニ
邁
進
ス
ベ
ク
全
村
民

/
熱
度
ハ
昂
騰
致
シ
居
リ
候

此
ノ
時
ニ
当
リ
富
士
国
立
公
園
ハ
実
現
セ
ラ
レ
ン
ト
シ
右
調
査
委
員
ノ
入
麓
ト
ナ
リ
其
ノ
調
査
内
容
ヲ
見
ル
ニ
本
村
ノ
公
有
林
ハ
其

ノ
大
部
分
ガ
特
別
地
区
内
こ
編
入
セ
ラ
レ
ン
ト
ス

特
別
地
区
制
ガ
本
村
ノ
公
有
林
ニ
対
ス
ル
慣
行
ト
相
容
レ
サ
ル
モ
ノ
ア
ラ
ン
カ
実
ニ
本
村
ノ
現
及
将
来

ニ
向
ツ
テ
ノ
大
重
圧
大
脅
威

ニ
シ
テ
村
民
死
活
ノ

分
岐
ト
ナ
リ

村
財
政
、
窮
地
に
陥
り
各
種
団
体
へ
発
展
の
阻
止
セ
ラ
レ
住
民
ノ
思
想
、
悪
化
シ
純
朴
ナ
ル
人
情
美
ハ
其
ノ
影
ヲ
止
メ
ザ
ル
ニ
至
ラ



全
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ン
ト
ス
故
二
今
日
ニ
於
テ
其
ノ
禍
根
ヲ
絶
タ
ザ
レ
ベ
本
村
民
八
単
二
観
光
客
/
冷
眼
ト
砂
塵
ト
ニ
浴
ス
ル
外
何
物
ヲ
興
ヘ
ラ
ル
、
モ
ノ

無
ク
岳
麓
ノ
平
和
郷
へ
一
朝
ニ
シ
テ
瓦
壊
ス
ル
モ
保
シ
難
ク
候

今
隣
接
地
町
村
ニ
就
テ
公
有
林
ノ
特
別
地
区
二

編
入
セ
ラ
レ
ン
ト
ス
ル
地
積
ヲ
見
レ
バ

勝
山
村

十
五
町
歩

小
立
村

皆
無

船
津
村

二
十
余
町
歩

大
石
村

河
口
村

�

上
九
一
色

村
殆
保
安
林

中
野
村

十
数
町
歩

忍
野
村

無

ノ
状
態
ニ
シ
テ
殆
ド
意
ト
ス
ル
ニ
足
ラ
ザ
ル
モ
獨
リ
本
村
、
実
二
二
百
三
十
八
町
歩
ノ
�
大
ナ
ル
地
積
ヲ
編
入
セ
ラ
レ
ン
ト
ス
真
二
村

民
ノ
意
想
外

=
出
ズ
ル
所
ニ
存
ジ
候

故
二
右
地
積
中

一、
屋
坪
ジ
ラ
ゴ
ン
野
へ
県
道
両
側
各
四
十
米
ヲ
特
別
地
区
ト
シ
他
ヲ
解
除
ス
ル
コ
ト
(
現
ニ
雲
雀
丘
ハ
此
ノ
幅
員
ヲ
残
シ
開
墾
中
)

.

二
、
紅
葉
台
附
近
、
全
部
施
業
案
二
依
ル
経
営
通
リ
ト
シ
特
別
地
区
ヲ
解
除
ス
ル
コ
ト

三
、

尚
本
村
、
本
村
内
地
積
ノ
恩
賜
県
有
財
産
立
木
ノ
保
護
ヲ
ナ
シ
入
会
権
フ
有
シ
年
々
二
千
円
内
外
ノ
立
木
払
下
交
附
金
ヲ
本
県
ヨ

リ
支
給
サ
レ
本
村
歳
入
経
常
部
ノ
主
要
ナ
ル
部
分
ヲ
ナ
シ
居
リ
侯候
二 ニ
付
将
来
モ
此
ノ
払
下
へ
支
障
ヲ
来
サ
ザ
ル
コ
ト
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� � � 全� � � � 村

小 小 渡 佐 小 小 小

辺 林 林 辺 藤 林 林 林

達 孝 為 平 富 好 豊 才 修

誉 賢 廣 和 明 蔵 義 多

� 全� � � � 全� 全� 全�全�

三 渡 渡 渡 渡 渡 渡 渡

辺 浦 辺 辺 辺 辺 辺 辺 辺

延 勝 福 将 茂

雄 平 太 郎 恵 利 員 登 時

‒939-

右
ノ
如
ク
貴
委
員
会
ニ
於
テ
本
村
民
ノ
苦
哀
ヲ
御
憐
察
ノ
上
特
別
ノ
御
詮
議
ヲラ
与
ヘ
ラ
レ
度
玆

ニ
村
民
一
同
連
署
ヲ
以
テ
請
願
申
上
候

也

昭
和
九
年
十
一
月
五
日

村
長

小

林
修

多
渡

辺
茂

時

助
役

小
林

才
1

渡
辺

将
登

会
議
員

小
林

豊
義

渡
辺

福
員

佐
藤

好
蔵

渡
辺

勝
利

小
佐
野

房
治
良

渡
辺

延
恵

渡
辺

富
明

H
渡

辺
七
重
郎

渡
辺

平
和

渡
辺

伝
太

小
林

為
廣

三
浦

太
平

小
林

孝
賢

渡
辺

寅
雄

渡
辺

達
誉

「
村
財
政
ハ
窮
地
に
陥
リ
各
種
団
体
い
発
展
ラ
阻
止
セ
ラ
レ

住
民
ノ
思
想
、
悪
化
シ
純
朴
ナ
ル
人
情
美
ハ
其
ノ
影
ヲ
止
メ
ザ
ル
ニ
至
ラ

ン
ト
ス
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
始
め
と
し
て
「
請
願
」
の
全
体
か
ら
公
有
林
が
鳴
沢
村
の
経
済
に
持
つ
重
要
性
が
、

換
言
す
れ
ば

「
岳
麓
ノ
平
和
郷
ハ
一
朝
ニ
シ
テ
瓦
壊
ス
ル
ヤ
モ
保
シ

難
」
き
重
大
事
で
あ
る
こ
と
が
良
く
分
か
る
。
村
民
た
ち
を
し
て
か
か
る
請
願
行

動
を
と
ら
せ
た
背
景
は
、
た
し
か
に
「
痩
薄
ナ
ル
土
質
ラ
成
シ
河
水
無
ク
住
民
へ
畑
作
、

養
蚕
、

林
産
ヲ
以
テ
主
要
ナ
ル
生
業
ト
致
シ
」

と
い
う
経
済
上
の
問
題
で
は
な
く
、

「
明
治
四
十
年
、
四
十
二
年
ノ
本
県
下
大
水
害

=
際
シ
本
村
、
被
害
絶
無
ナ
ル
ニ
係
ハ
ラ
ズ
県
ノ
奨



(第29表) 養蚕業調 (昭和9年)
春 蚕 夏 秋 蚕

養 蚕 農 家数 273戸 248戸(内春蚕農家196戸)

掃 立 数 29,377瓦 9,900瓦

数量(貫) 価額(円)単価(円)数量(貫) 価額(円)|単価(円)
上 繭 10,100 29,016 2.87 2,538 4,268 1.68

繭 491 737 1.50 252 273 1.08

中 及 屑 繭 423 378 89 29 16 55
‒‒

計 11,015 30,119 .73 2,819 4,557 1.62

- 940-

0
励
二ニ
基
キ
従
来
ノ
採
草
地
ニ
造
林
セ
ル
モ
ノ
百
三
十
町
歩
ニ
及
ビ
克
ク
今
日
ノ
林
相
ト
風
致

1

ト
ラ
成
ス
ニ
至
リ
」
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
鳴
沢
村
民
の
手
に
よ
っ
て
育
て
た
と
い
う

強
い
自
負
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
と
り
も
な
お
さ
ず
鳴
沢
村
の
産
業
経
済
に
と
っ
て
山
林

1

が
い
か
に
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
か
を
示
し
て
い
る
。

農
村
に
お
け
る
不
況
は
、

例
え
ば
昭
和
九
年
の
鳴
沢
村
事
務
報
告
に
依
然
と
し
て
「
村
民

32
ノ
大
部
分
ハ
農
業
ヲ
専
業
ト
シ
養
蚕
ヲ
副
業
ト
シ
テ
生
活
シ
居
ル
モ
糸
価
暴
落
ニ
困
リ
困
餒

夏
2

シ
ツ
、
ア
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
長
引
き
、
一
向
に
回
復
の
兆
し
は
な
か
っ
た
。
事

1
0

0
0

実
、
昭
和
九
年
の
養
蚕
状
況
を
示
し
た
第
2
表
に
よ
っ
て
も
、

繭
価
格
の
低
迷
を
み
る
こ
と

2
2

が
で
き
る
。
即
ち
、
生
産
量
も
昭
和
六
年
段
階
の
三

分
の
一
程
度
の
一
万
三
千
八
百
三
十
四

0
0

貫
で
あ
る
が
、

単
価
は
相
変
わ
ら
ず
春
蚕
で
二
円
台
、
夏
秋
蚕
で
は
更
に
一
円
六
十
二
銭
へ

3

の
低
下
を
し
て
い
る
。
た
だ
春
蚕
の
場
合
、
十
銭
ば
か
り
単
価
の
上
昇
が
み
ら
れ
る
が
、
そ

の
原
因
は
「
白
繭
こ
於
テ
上
中
下
繭
ノ
高
価
ナ
ル
ハ
郡
是
製
糸
会
社
種
繭
依
託
飼
育
ナ
ル
タ

9

メ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
巨
大
製
糸
会
社
の
特
約
下
に
入
っ
た
結
果
で
あ
っ
て
、

昭
和

初
年
の
繭
価
暴
落
の
打
撃
か
ら
基
本
的
に
は
立
直
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
同
年
夏
秋

繭
繭
繭

繭
の
場
合
は
「
炎
暑
ノ
為
メ
違
蚕
者
割
合
多
ク
無
収
繭
者
ア
リ
」
の
状
態
で
必
ず
し
も
好
材

料
ば
か
り
と
は
い
え
な
い
状
況
下
に
あ
っ
た
。

農
作
物
、
蚕
繭
の
価
額
の
低
迷
に
み
ら
れ
る
長
引
く
不
況
は
農
村
社
会
に
様
々
な
影
響
を

上
玉
中

与
え
ず
に
は
お
か
な
い
。

鳴
沢
村
の
産
業
経
済
の
基
盤
た
る
農
作

物、
養
蚕

業、
林
業
の
す
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(第30表) 出寄留者調

自郡内他町村自県内他郡市|他 府 県

男 女 男 女 男 女

昭 和 14 33 41

20 1 45 59
〃 3 18 12 40 55
〃 4 14 16 52 74

20 16 70 94

S

27 25 78 96
7 26 87 109

8 28 28 93 114
28 23 98 104

10 30 29 94 111

-941-

べ
て
の
側
面
で
不
況
の
波
を
被
り
容
易
に
出
口
を
見
い
出
せ
な
い
状
態
で
は
人
々
は
収
入
の
途
を
求
め
て
村
を
出
て
い
か
ざ
る
を
得
な

い
。
第
3 0
表
は
昭
和
元
年
か
ら
同
十
年
ま
で
の
期
間
の
鳴
沢
村
か
ら
他
へ
出
て
い
っ
た
者
の
男
女
別
の
出
寄
留
者
の
推
移
で
あ
る
。
同
表

に
よ
れ
ば
出
寄
留
者
の
動
き
は
昭
和
恐
慌
の
前
後
で
ハ
ッ
キ
リ
と
し
た
差
が
存
在
す
る
。
即
ち
、
昭
和
四
年
以
前
で
は
、
お
そ
ら
く
現
在

の
富
士
吉
田
市
域
、
あ
る
い
は
都
留
市
域
の
諸
町
村
と
思
わ
れ
る
が
、

南
都
留
郡
内
の
他
町
村
へ
寄
留
し
た
も
の
は
、
昭
和
二

年
の
二
十

人
を
例
外
と
し
て
男
女
と
も
十
人
台
で
あ
り
、
ま
た
、
他
府
県
へ
出
て
い
っ
た
者
も
男
は
五
十
人
未
満
、
女
は
多
少
多
く
て
も
六
十
人
未

満
で
あ
っ
た
。
年
に
よ
っ
て
の
増
減
も
存
在
す
る
が
、
大
幅
な
も
の
で
な
く
む
し
ろ
ほ
ぼ
一
定
し
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、
昭

1
4

和
五
年
を
境
に
し
て
、
寄
留
人
口
は
一
挙
に
五
十
人
近
く
増
加
し
て
二
百
人
台
に
乗

4
7
9

1

り
、
更
に
毎
年
増
加
を
続
け
昭
和
十
年
に
は
二
百
六
十
四
人
に
達
し
六
年
間
で
一
・

3
4 5
4 0
5 2
2 0
8 8

8
9 3
8 8
9 4

七
倍
と
な
っ
た
。
な
か
で
も
他
府
県
へ
出
て
い
っ
た
者
の
増
加
は
著
し
く
、

特
に
女

1
子
の
そ
れ
が
多
い
こ
と
を
読
み
取
れ
る
。
出
寄
留
者
の
年
令
構
成
が
判
明
し
な
い
の

で
断
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
出
寄
留
者
は
他
の
多
く
の
農
村
か
ら

2

の
出
寄
留
者
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
若
年
労
働
力
層
で
あ
り
、
彼
ら
は
口
べベ
ら
し

6
と
し
て
、

あ
る
い
は
製
糸
女
工
と
し
て
、

あ
る
い
は
非�
熟
練
労
働
者
と
し
て
吸
収
さ

0
1

れ
て
い
き
、
そ
の
一
方
で
労
賃
と
い
う
形
態
で
各
々
の
農
家
経
営
を
支
え
る
現
金
収

m
1
2 0
1 8

2
2 7

入
源
を
確
保
し
て
い
っ
た
。

1
2

0
0
4

5
0
7
8

9
1 0

農
村
不
況
の
直
接
の
影
響
は
、

農
家
経
営
の
破
た
ん
、

自
作
農
層
の
小
作
農
へ
の

転
落
と
い
う
よ
り
激
し
い
形
で
現
出
し
、

以
前
に
引
用
し
た
「
公
有
林
野
整
理
成
績

"
1

調
査
」
の
中
に
「
特
二
富
豪
ト
称
ス
ベ
キ
モ
ナ
ク
従
ッ
テ
貧
富
懸
隔
甚
シ
カ
ラ
ス
」



(第31表) 農家自小作別構成 (昭和8年)

自 作 自小作 、 作 計
----

本 166 80 36 282
副 20 14 16 50

計 186 94 52 332

|構 成 56.0 28.3 15.7 100

-942-

と
記
さ
れ
て
い
た
鳴
沢
村
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
昭
和
八
年
の
農
家
自
小
作
別
構
成
で
あ

る
第
3 1
表
に
よ
れ
ば
、
本
業
、
副
業
を
含
め
て
三
百
三
十
二
戸
あ
っ
た
鳴
沢
村
の
農
家
の
う
ち
自
作
農
は

五
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
一
八
六
戸
で
あ
り
過
半
数
を
占
め
て
い
る
も
の
の
、
自
作
兼
小
作
で
あ
る
農
家
が
九

四
戸
、
ま
た
小
作
農
が
五
二
戸
を
数
え
る
。

全
県
的
に
み
れ
ば
鳴
沢
村
の
自
作
農
率
は
高
い
方
で
あ
る

0
が
、
こ
れ
を
鳴
沢
村
の
過
去
の
数

値
と
比
較
す
る
と
、
そ
こ
に
昭
和
恐
慌
を
契
機
と
し
て
大
き
な
変
化
が

進
行
し
て
い
る
こ
と
を
読
み
取
れ
る
。
即
ち
、
昭
和
八
年
の
農
家
自
小
作
別
構
成
と
大
正
十
二

年
の
そ
れ

を
比
較
す
る
と
、

農
家
数
全
体
も
増
加
し
て
い
る
が
、

特
に
小
作
農
層
の
増
加
が
著
し
く
十
八
戸
か
ら
約

三
倍
の
五
十
二
戸
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
鳴
沢
村
で
は
な
ん
ら
か
の
か
た
ち
で
地
主
・
小
作
関
係

業
業

に
入
っ
て
い
る
農
家
の
割
合
が
三
七
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
四
四
パ
ー
セ
ン
ト
へ
上
昇
し
た
。
こ
の
小
作

農
層
の
急
増
の
原
因
は
、
そ
の
す
べ
て
で
は
な
い
に
し
て
も
、

農
村
不
況
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

長
引

本
副

く
不
況
は
地
主
・
小
作
関
係
に
も
影
響
し
各
地
で
小
作
騒
動
が
激
発
し
、

山
梨
県
で
は
落
合
村
、
奥
野
田

村
な
ど
で
全
国
的
に
み
て
も
著
名
な
小
作
争
議
が
頻
発
し
た
。

鳴
沢
村
で
は
小
作
争
議
は
起
き
な
か
っ
た
が
、

小
作
問
題
は
大
き
な
社
会

問
題
と
な
っ
た
。
こ
の
小
作
問
題
の
解
決
と
、

農
村
不
況
に
よ
っ
て
傷
め
つ
け
ら
れ
た
農
村
の
立
直
り
を
目
的
と
し
た
政
策
が
自
作
農
創

設
維
持
政
策
で
あ
り
そ
の
ね
ら
い
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

輓
近
小
作
問
題
、
益
々
深
刻
ヲ
加
へ
地
方
自
治
、

農
業
生
産
其
他
ニ
対
シ
相
当
大
ナ
ル
波
紋
ヲ
投
シ
ツ
、
ア
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
各
種
ノ
経

済
問
題
、

社
会
問
題
ヲ
醸
成
シ
ツ
、
ア
ル
コ
ト
ハ
看
過
ス

ペ
カ
ラ
サ
ル
所
ナ
リ

而
シ
テ
之
カ
解
決
如
何
ハ
農
村
ノ
興
廃
ニ
関
シ
極
メ
テ
重
大
ナ
ル
影
響
ラ
及
ホ
ス
モ
ノ
ニ
シ
テ
之
カ
対
策
ヲ
講
ス
ル
コ
ト
ハ
寔
二
急
務

ト
ス
ヘ
キ
ナ
リ
即
チ
自
作
農
事
業
ハ
コ
ノ

趣
旨

ニ
依
リ
施
設
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
土
地
ヲ
欲
求
ス
ル
モ
資
金
ノ
乏
シ
キ
小
作
人
ニ
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対
シ
極
メ
テ
低
利
ノ
資
金
ヲ
長
期
ノ
年
賦
二
依
リ
テ
供
給
シ
農
地
購
入
ノ
機
会
ラ
与
へ
テ
自
作
農
地
ラ
増
加
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
ガ
故
二
小

作
争
議
解
決
ノ
根
本
策
タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
自
作
農
地
ノ
経
営

=
依
リ
生
産
ヲ
増
加
セ
シ
メ
農
業
経
営
ノ
基
礎
ッ
確
立
シ
テ
其
ノ
安
固
ヲ

図
リ
農
村
ノ
健
全
ナ
ル
発
達
ラ
期
ス
ル
上
ニ
於
テ
極
メ
テ
適
切
ナ
ル
事
業
ニ
シ
テ
現
下
農
村
ノ
実
情

=
鑑
ミ
倍
々
本
事
業

二
期
待
ス
ル

所
大
ナ
リ
ト
信
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ

具
体
的
に
は
、
鳴
沢
村
公
債
に
よ
っ
て
山
梨
県
か
ら
借
入
を
行
い
こ
れ
を
自
作
農
創
設
維
持
資
金
と
し
て
、
主
に
零
細
な
耕
地
し
か
所

有
し
て
い
な
い
か
、

ま
っ
た
く
耕
地
を
持
た
な
い
小
作
農
民
で
あ
る
が
、
土
地
の
購
入
予
定
者
に
貸
し
付
け
た
。
鳴
沢
村
の
貸
付
規
則
か

ら
そ
の
内
容
を
う
か
が
お
う
。

鳴
澤
村
自
作
農
創
設
維
持
資
金
貸
付
規
則

第
一
条

本
村
、
自
作
ノ
目
的
ラ
以
テ
土
地
ヲ
購
入
シ
又
ハ
維
持
ス
ル
為
メ
資
金
う
必
要
ト
ス
ル
者
ニ
対
シ
本
規
則
に
依
り
毎
年
度
予

算
等
ノ
範
囲
内
ニ
於
テ
之
ガ
貸
付
ヲ
為
ス

第
二
条

前
条
資
金
ノ
貸
付
ヲ
受
ケ
ム
ト
ス
ル
者
ハ
左
ノ
資
格
ヲ
有
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

一
、
資
金
ラ
借
受
ク
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
土
地
ヲ
購
入
シ
又
、
維
持
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
コ
ト

二
、
現
二
農
業
ニ
従
事
シ
居 パ
ル
コ
ト

三
、
購
入
又
ハ
維
持
シ
タ
ル
田
畑
ノ
自
作
ラ
継
続
シ
得
ル
見
込
ア
ル
コ
ト

四
、
購
入
セ
ム
ト
ス
ル
土
地
ガ
小
作
地
ナ
ル
場
合
こ
於
テ
ハ
当
該
土
地
ノ
小
作
者
ナ
ル
コ
ト
但
シ
購
入
耕
作
ニ
付
其
ノ
土
地
ノ
小
作

者
ノ
同
意
ヲ
得
タ
ル
者
ナ
ル
ト
キ
ハ
此
ノ
限
ニ
在
ラ
ス

五
、

士
地
ラ
維
持
ス
ル
為
資
金
ノ
貸
付
ラ
受
ケ
ム
ト
ス
ル
時
ハ
最
近
当
該
土
地
ヲ
購
入
シ
タ
ル
為
現
ニ

高
利
ノ
債
務
フ
有
ス
ル
コ
ト

六
、
現
ニ
簡
易
生
命
保
険
加
入
者
ナ
ル
カ
又
ハ
加
入
ノ
見
込
ア
ル
者
ナ
ル
コ
ト



.
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第
三
条

購
入
又
ハ
維
持
セ
ム
ト
ス
ル
土
地
ノ
価
格

(
四
千
円
ヲラ
超ミ

ユ
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
但
シ
現
ニ
田
畑
ヲ
所
有
ス
ル
者
ニ
対
ス
ル
貸
付

ニ
ア
リ
テ
ハ
其
ノ
田
畑
(
維
持
セ
ム
ト
ス
ル
田
畑
ヲ
除
ク)

ノ
価
格
ト
購
入
シ
又
ハ
維
持
セ
ム
ト
ス
ル
土
地
ノ
価
格
ト
ノ
和
ガ
四
千
円

ラ
超
エ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

購
入
セ
ム
ト
ス
ル
土
地
ノ
価
額
い
附
録
ニ
定
ム
ル
算
式
ニ
ョ
ル
標
準
価
格
及
当
該
地
方
ノ
普
通
価
格
ヲ
超
エ
サ
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

現
ニ
所
有
ス
ル
土
地
ノ
価
格
ノ
算
定
、
前
項
ノ
標
準
価
格
こ
依
ル
但
シ
普
通
価
格
標
準
価
格
ヨ
リ
低
キ
ト
キ

ハ
普
通
価
格

ニ
依
ル

小
作
権
売
買
ノ
慣
行
ア
ル
土
地
ニ
於
テ
其
ノ
購
入

=
際
シ
小
作
権
ヲ
併
セ
購
入
ス
ル
ト
キ
ハ
土
地
ノ
購
入
価
格
二
小
作
権
ノ
購
入
価

格
ヲ
加
算
シ
タ
ル
モ
ノ
ガ
前
項
ノ
標
準
価
格
普
通
価
格
フ
超
エ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

維
持
セ
ム
ト
ス
ル
土
地
ノ
抵
当
債
務
額
、
本
条
第
二

項
ノ
価
格
》
超
エ
ス
其
ノ
土
地
ノ
購
入
当
時
二
於
ケ
ル
価
格
、
第
二

項
ノ
標
準

価
格
ヲ
超
エ
サ
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

貸
付
金
額
ハ
一
世
帯

=
付
四
千
円
以
内
ト
シ
土
地
ノ
購
入
価
額
又
ハ
土
地
抵
当
債
務
額
ノ
全
額
ト
ス
但
シ
全
額
未
満
ノ
貸
付
ヲ
受
ケ

ム
ト
ス
ル
者
ニ
対
ス
ル
貸
付
金
額
ハ
其
ノ
要
求
額
ト
ス

鳴
沢
村
の
貸
付
状
況
を
示
し
た
も
の
が
第
2
表
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
で
鳴
沢
村
に
お
け
る
自
作
農
創
設
維
持
資
金
の
貸
付
を
受
け

た
農
民
の
す
べ
て
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
い
く
つ
か
の
事
実
を
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
。

同
表
に
よ
れ
ば
、

貸
し
付
け
を
受
け
た

十
七
名
の
な
か
で
耕
地
を
所
有
し
て
い
る
も
の
は
わ
ず
か
の
二
名
に
す
ぎ
ず
、

そ
れ
も
三

反
九
畝
と
極
め
て
零
細
な
面
積
で
、

か
ろ
う
じ

て
耕
地
無
所
有
者
で
は
な
い
と
い
え
る
程
度
に
す
ぎ
な
い
。

従
っ
て
自
作
農
創
設
維
持
資
金
の
貸
付
を
受
け
た
も
の
の
大
部
分
は
耕
地
を

ま
っ
た
く
持
た
な
い
小
作
農
民
で
あ
り
、
政
策
の
趣
旨
に
適
合
し
て
い
る
。
ま
た
、
耕
作
面
積
の
規
模
か
ら
み
る
と
七
反
五
敵
が
最
大
で

あ
り
や
っ
と
山
梨
県
の
水
準
に
達
す
る
面
積
で
あ
り
、
七
反
以
上
が
三
名
、
五
反
以
上
が
六
名
を
数
え
る
に
す
ぎ
ず
半
数
は
五
反
歩
以
下

で
あ
り
、
と
て
も
農
業
経
営
の
み
で
は
そ
の
再
生
産
を
維
持
で
き
る
規
模
で
は
な
い
。
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(第32表) 貸付状況調査

購 入 予 定 地
氏 名 所有耕地 耕作面積 貸 付 金

面 積 価 格
(反) (反) (反) (円) (円)

5103 5103 1,594/20 1,600
B 75 3109 1,207/80 1,210
C 5613 3513 16830 870

3810 1411 50810 510

E 4914 907 36010 360
F 7115 912 36660 360

G 17 501 660 330
H 3209 5,906 2,627 856,80 850

41 1010 310 310
58 3317 805,60 805.60

K 1302 4316 1,73320 1,750
1920 48640 480

M 4503 3,528 1,078 1,060
5710 3109 882 880

O 1907 72 4604 1,86440 1,860
P 4709 3305 1,14780 1,150

5918 4927 1,19340 1,200
81113 48,60915,22270 15,585.60

‒‒945-

そ
の
彼
ら
が
自
作
農
層
へ
上
昇
す
べ
く
貸
付
金
に
よ
っ
て
耕
地
購
入
を
行
お
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
十
七
名
全
体
の
購
入
予

定
面
積
は
四
町
八
反
余
で
あ
り
、
五
反
歩
を
超
え
る
ケ
ー
ス
も
存
在
す
る
が
、
平
均
で
は
二
反
八
畝
余
と
き
わ
め
て
零
細
で
あ
る
。
自
作

地
に
な
れ
ば
小
作
料
納
入
の
必
要
は
な
く
な
る
が
、

耕
地
購
入
に
要
し
た
金
額
も
一
万
五
千
円
余
で
あ
っ
て
一
人
平
均
八
百
九
十
五
円
余

と
か
な
り
の
額
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
鳴
沢

i
mu

i
d

i

村
の
農
業
経
営
の
状
況
か
ら
判
断
し
て
、
こ
れ
ら
の

貸
付
金
は
、
た
し
か
に
低
金
利
で
あ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
こ
れ
ら
の
農
民
層
は
こ
れ
か
ら

後
、

か
な
り

の
期
間
に
わ
た
っ
て
借
入
金
の
返
済
の
た
め
に
苦
闘

----… … … - - -
が
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

さ
し
も
の
農
村
不
況
も
昭
和
十
年
代
に
入
る
と
回

復
し
て
き
た
。

昭
和
十
三

年
の

鳴
沢
村
の

農
産
物
価

額
構
成
を
み
た
第3

表
か
ら
も
そ
の
こ
と
は
明
瞭
に

読
み
取
れ
る
。
即
ち
、

農
業
恐
慌
前
後
期
の
農
産
物

価
額
構
成
表
で
あ
る
第2 3

表
と
比
較
し
て
も
、
単
価

は
も
ち
直
し
て
お
り
、
な
か
で
も
鳴
沢
村
農
業
の
中

心
的
産
物
で
あ
る
大

麦
、

小
麦
な
ど

の
麦

類
、

キ

A
D

I
J

K
L

M
N

O
P

ビ
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
穀
類
は
恐
慌
以
前
の
水

準
に
回
復
し
、

更
に
村
民
に
よ
る
増
産
へ
の
努
力
の



(第33表) 農産物価額構成 (昭和13年)

収 穫 高 価 額|単 価
円 円

598.4 6,587 1101

小 434.2 8,467 1950

大 230 3,680 16
〃 43 917 2133

ア 405 3,645 9

8 35 438
0.7 15 2143

トウ モ ロ コ シ 1,391 18,287 13/15
バ 96 1,020 10|63

サ ツ マイ モ 900 90 10
ジ ャ ガ イ モ 160,000 16,000 10

大 根|∥ 46,800 1,872
ン ジ 1,400 210 15
ボ ウ 2,580 492 19

ギ 215 32 91
ゲ ナ 22,400 2,240 10

用 メ 96 16
インゲンマメ リ 95 1583

リ 貫 1,450 155
ボ チ 11 1,300 140 11

ナ 60 15

工 産 ナ タ ネ 石 0.3 45 150

合 計 64,129

- 946-

結
果
、

小
麦
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

0
L
O

4
1

L O
1

0
1

2
9

2
51

5
ツ
ケ
ナ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
の
産

6
4

9
物
で
著
し
く
生
産
量
が
増
え
た
。

1
し
か
し
、

生
産
価
額
で
い
え
ば
、

1

1

十
六
万
貫
と
生
産
を
大
き
く
伸
ば

0 0
0

6
06

し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
単
価
が
、

依

1
然
と
し
て
恐
慌
前
の
十
五
分
の
一

の
僅
か
の
十
銭
に
と
ど
ま
っ
て
い

石
ヶ

貫
石

る
の
を
は
じ
め
、
主
と
し
て
園
芸

計
麦

麦
豆

豆
ワ

エ
ビ
シ
バ

モ
リ根

ン
ウ
ギ
ナ

メ
ヤ

ス
ネ

農
作
物
の
価
格
が
低
迷
し
て
い
る

1 1
ウ
チ

5
た
め
、
恐
慌
直
後
に
比
す
れ
ば
二

ク
ュ

ボ

大
小

大
小

ア
ヒ
キ
ト
ソ
サ
ジ

生
ニ

ゴ
ネ
ツ
ウ
ィ
キ
カ

倍
と
な
っ
て
い
る
が
六
万
四
千
百

1
合

二
十
九
円
と
恐
慌
直
前
の
六
割
の

麦
類

食
用

水
準
に
す
ぎ
な
い
。
更
に
、
農
業

恐
慌
と
そ
の
後
の
生
産
活
動
に
よ
っ
て
農
産
物
の
構
成
に
も
大
き
な
変
化
が
あ
ら
わ
れ
た
。
そ
れ
は
、
昭
和
四
年
段
階
で
農
産
物
価
額
の

六
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
麦
類
の
そ
れ
が
二
三
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
四
分
の
一
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
あ

り
、
特
に
小
麦
は
昭
和
四
年
の
百
七
石
か
ら
四
倍
増
の
四
百
二
十
四
石
へ
と
急
増
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
従
来
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
に
代
表
さ
れ
て
い
た
鳴
沢
村
の
畑
作
物
に
麦
類
が
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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(第34表) 養 蚕 調 (昭和13年)
春 蚕 夏 秋 蚕

養蚕 農家数 273戸 289戸(内、 春蚕273戸)
掃 立 数 11,665瓦 10,750瓦

数量(貫) 価額(円) 単 価 数量(貫)|価額(円) 単 価
繭 9,265 54,748 591 4,660 20,075 431

玉 繭 380 1,020 268 615 1,353 2:20
中繭及 屑繭 190 323 170 355 660 186

計 9,835|55,981 569 5,230 22,088 422

-947̶

ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
園
芸
農
産
物
の

価
格
が
低
迷
し
て
い
る
の
に
比
し
て
養
蚕
、

特
に
鳴
沢
村

養
蚕
の
主
力
で
あ
る
春
蚕
繭
の
価
格
回
復
は
急
で
あ
り
、
昭
和
十
三

年
の
養
蚕
調
で
あ
る
第

発 4
表
に
よ
れ
ば
、
単
価
で
は
恐
慌
直
前
の
一
石
当
り
五
円
八
銭
を
大
き
く
上
回
り
五
円
六
九

銭
を
つ
け
た
。

更
に

繭
の

種
類
で
は
上
繭
が
、
数
量
で
は
八
七
か
ら
九
四
・
二
パ
ー
セ
ン
ト

へ、
価
額
で
は
九
四
・
五
か
ら
九
七
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
へ
と
各
々
比
率
を
高
め
て
お
り
、
農

村
恐
慌
を
克
服
す
る
過
程
で
、

鳴
沢
村
の
養
蚕
業
は
大
き
な
前
進
が
あ
っ
た
と

考
え
ら

れ

る
。

こ
れ
に
対
し
て
、

夏
秋
蚕
は
、

飼
育
農
家
数
は
大
幅
に
増
加
し
た
も
の
の
単
価
の
回
復

が
遅
れ
、
生
産
量
、
生
産
価
額
と
も
に
昭
和
四
年
段
階
の
水
準
を
下
回
っ
て
い
る
。
し
か

し
、

養
蚕
収
入
は
、

農
産
物
価
額
の
回
復
の
テ
ン
ポ
の
更
な
る
低
迷
と
い
う
こ
と
も

あ
る

が
、
七
万
八
千
円
と
農
産
物
の
そ
れ
を
一
万
四
千
円
も
上
回
っ
て
い
る
。
農
産
物
は
そ
の
す

べ
て
が
商
品
と
し
て
市
場
向
け
に
出
荷
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
の
に
対
し
て
、

蚕
繭
は
自

家
消
費
用
で
は
な
く
、
最
初
か
ら
市
場
目
当
て
で
生
産
さ
れ
る
の
で
あ
り
鳴
沢
村
の
農
家
経

営
の
基
盤
と
し
て
有
力
な
現
金
収
入
源
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
事
実
第3 56

表
の
林
産
物
、

第

3 6
表
の
副
業
的
産
物
の
生
産
価
額
を
含
め
た
昭
和
十
三

年
段
階
の
鳴
沢
村
の
生
産
総
額
二
十

繭
繭
繭

万
八
千
百
九
十
七
円
の
構
成
は
、

養
蚕
三
七
・

五、
農
産
物
三
〇
・
八
、

林
産
物
一
七
・

八
、
副
業
的
産
物
一
三
・

九
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
別
の
表
現
で
示
す
と
、
鳴
沢

1
1
0

村
で
は
、
昭
和
恐
慌
か
ら
の
脱
出
に
は
成
功
し
た
が
、
養
蚕
業
へ
の
転
換
が
一
層
進
行
し
た

上
玉
中

と
い
え
る
。
即
ち
、
大
正
期
に
有
し
て
い
た
「
林
業
型
」
と
い
う
産
業
類
型
が
、
そ
の
後
の



(第35表) 林産物調 (昭和12年)

数 量価額(円)単価(円)
ス 用 材 |石 50 200 .

ッヅ 1,600 4,800
カラマツ 11 280 560
サ クラ・シラカバル 600 1,200
ナ ラ 〃 25( 750
その 他 11 111 1,010 2,270 2.25
指 物 560
箱 類| 350
桶 . 樽 類| 160
籠 , 笊 1,100
ク リ 石 1.25 19 1520
柴 草 把 54,000 1,800
黒 炭|貫 26,800 23,320 87

計 37,089

(第36表) 副業的産物調 (昭和13年)

数 量 価額(円) 単価(円)
蜂 蜜 貫 908 2,216 244
サツマイモ切干 90 90
菓 子 類| 1,400
桑 苗|∥ 8,000 108 014|
成 225 290 129

雛 103 54 52
卵 18,800 752 (04

葉 貫 240,000 24,000
1 28,910

い

‒‒948‒

養
蚕
業
の
発
展
に
よ
っ
て

3
3
2
2
3

1 1
「
養
蚕
型
」
へ
転
換
し
た

1
の
で
あ
る
。

次
に
昭
和
恐
慌
の
長
い

ト
ン
ネ
ル
か
ら
よ
う
や
く

抜
け
出
し
た
時
期
で
あ
る

昭
和
十
年
代
初
頭
の
鳴
沢

石
把

村
の
林
業
と

副
業
的
産
物

材
物
類
類

草
炭

貫
〃

「
羽

個
貫

の
様
子
を
若
干
み
て
お
き

苗
鶏

葉
。

た
い

卵
第
3 5
表
に
よ
れ
ば
、

林
ギ

蜂
成

桑
産
額
の
ト
ッ
プ
は
二
万
六

ス
マ

ナ
を
指
箱
桶
籠
ヶ
柴
黒

千
八
百
貫
の
生
産
量
を
誇

る
黒
木
炭
で
あ
り
、
そ
の
生
産
量
の
伸
び
は
昭
和
四
年
の
四
倍
、

農
村
不
況
に
よ
る
価
格
の
暴
落
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
増
産
が
行
な
わ

れ
た
昭
和
六
年
と
比
較
し
て
も
二

倍
増
し
て
お
り
、

そ
の
林
産
物
価
額
に
占
め
る
割
合
は
六
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
三

分
の
二
に
達

す
る
ま
で
に
な
っ
た
。
又
、
用
材
は
従
来
マ
ツ
、
カ
ラ
マ
ツ
の
み
に
す
ぎ
な
か
っ
た
も
の
が
、
ス
ギ
、
サ
ク
ラ
、
シ
ラ
カ
バ
、
ナ
ラ
材
な

ど
が
加
わ
っ
て
種
類
も
増
加
す
る
一
方
で
、
生
産
量
も
三
千
七
百
九
十
石
と
昭
和
初
年
の
二
〇
倍
か
ら
三
〇
倍
に
増
加
し
た
。
し
か
し
、

単
価
で
は
昭
和
四
年
段
階
の
水
準
を
下
回
っ
て
お
り
、
林
産
額
全
体
の
二
六
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
九
千
七
百
八
十
円
に
と
ど
ま
っ
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た
。
更
に
指

物、
箱
類
、
桶
樽
、
笊
等
の
木
製
品
は
生
産
量
は
不
明
で
あ
る
が
、

生
産
価
額
で
は
大
き
く
伸
び
た
。

副
業
的
産
物
で
は
、
依
然
と
し
て
桑
葉
が
圧
倒
的
な
比
重
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
生
産
額
は
二
十
四
万
貫
に
達
す
る
。
し
か
し
、
こ
の

生
産
量
も
手
放
し
で
喜
べ
る
数
字
で
は
な
い
。
と
言
う
の
も
昭
和
十
三
年
の
桑
葉
調
査
の
備
考
欄
に
「
鳴
沢
部
落
ニ
於
テ
春
蚕
用
一
万
五

千
貫
過
剰
、
夏
秋
蚕
用
千
五
百
貫
過
剰
、
大
田
和
部
落

ニ
於
テ
過
不
足
ナ
シ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
僅
か
三
千
貫
と
は
い
え
価
格

を
引
き
下
げ
る
方
向
に
作
用
す
る
要
因
と
し
て
軽
視
で
き
な
い
。
因
み
に
同
年
の
桑
園
面
積
は
、
春
蚕
専
用
百
六
十
五
町
、
夏
秋
蚕
専
用

五
十
町
、
春
夏
秋
蚕
兼
用
三
十
五
町
の
合
計
二
百
五
十
町
歩
で
あ
っ
た
。
副
業
的
産
物
と
し
て
、
桑
葉
に
次
ぐ
の
が
蜂
蜜
で
あ
る
が
、
昭

和
十
三
年
の
場
合
八
戸
が
養
蚕
に
従
事
し
て
お
り
、
そ
の
規
模
は
十
箱
未
満
が
六
戸
で
全
体
と
し
て
は
零
細
規
模
で
は
あ
る
が
、
五
十
箱

以
上
の
養
蜂
家
も
一
戸
存
在
し
か
な
り
有
望
な
産
物
と
い
え
よ
う
。
更
に
菓
子
類
の
具
体
的
な
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、

『
山
梨
県
報
告

例
』
に
よ
れ
ば
製
造
場
は
一

ヵ
所
で
、
お
そ
ら
く
夫
婦
と
思
わ
れ
る
男
女
が
従
事
し
て
い
た
。

明
治
～
大
正
期
を
通
じ
て
農
家
の
経
営
規
模
等
の
農
業
経
営
の
実
態
、
農
民
層
の

存
在
形
態
を
直
接
的
に
明
ら
か
に
出
来
る
資
料
は
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
幸
福
な
こ
と
に
昭
和
十
四
年
の
『
統
計
所
関
』
に
は
同
十
三
年
九
月
一
日
現
在
で
行
っ
た
「
農
家
調
査
結
果
表
」
が

綴
り
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
も
と
に
し
て
農
村
恐
慌
終
息
後
の
鳴
沢
村
の
農
村
構
造
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

同
表
の
区
分
は
『
県
報
告
例
』
の
「
自
作
ト
ハ
自
己
所
有
ノ
土
地
ヲ
耕
作
ス
ル
者
(
略)
自
己
所
有
ノ
土
地
及
他
人
所
有
ノ
土
地
ラ
併
セ

耕
作
ス
ル
者
ラ
自
作
兼
小
作
ト
ス
、

但
シ
全
経
営
耕
作
地
ノ
一
割
以
内
ノ
自
作
地
又
ハ
小
作
地
ア
ル
モ
自
作
兼
小
作
ト
セ
ス
其
ノ
主
ナ
ル

方
ニ
掲
記
ス
ペ
シ
」
の
基
準
と
異
な
り
相
互
に
比
較
で
き
な
い
と
こ
ろ
に
難
点
が
あ
る
。
因
み
に
『
県
報
告
例
』
に
よ
れ
ば
昭
和
十
三
年

の
鳴
沢
村
の
自
小
作
別
農
家
構
成
は
、
自
作
二
百
七
、

自
小
作
七
十
四
、

小
作
二
十
七
戸
と
な
っ
て
い
る
。

第
3
表
の
見
方
を
説
明
し
て
お
く
と
、

縦
軸
に
耕
地
面
積
が
、

横
軸
に
農
家
の
自
小
作
別
区
分
が
と
っ
て
あ
り
、

各
々
に
戸
数
と
耕
地

面
積
の
実
数
と
構
成
比
が
示
し
て
あ
る
。
な
お
構
成
比
に
は
二
通
り
あ
り
、

丸
カ
ッ
コ
内
の
数
値
は
各
農
家
の
存
在
形
態
の
区
分
毎
に

お



(第37表) 耕作面積規模別農家形態 (昭和13年)
農家形態 自 作 農 自小 作農 小 作 農 合

耕作面積 実 数 構成 実 数 構成 実 数 構成 実 数

3町以上 (
戸
構成
数
) (2.

1
)
戸 5.9

(6.
1
9
6
)
戸 94.1

(5
1
.
7
1)
戸

( ) ( 4) (6.9 .

5町 未満 (
面
構成
積)
3町
(8.
86
2)

6.7 5
(
3
1
町
5.8
9
)
93.3 5

(
7
1
町
3.
76
5)

戸 数 6 11.5 43 82.7 3 5.8 52
2町以上 (構成)(14.3) (18.5) (4.8) (15.5)

面 積 14.39 11.4 105.15 83.5 6.32 5.0 125.86(構成) (30.7) (30.8) (16.7) (29.5)
戸 数 15 13.4 88 78.6 8.0| 112

1町以上 (構成) (35.7) (37.8) (14.5) (33.3)
面 積 20.78 13.1 126.37 79.4 11.99 7.5 159.14(構成) (44.4) (37.0) |(31.7) (37.3)
戸 数 7.9 62 69.7 20 22.5 89

5反以上 (構成) (16.7) (26.6) (32.3) (26.5)
面 積 5.14 7.7 47.75 71.9 13.5 20.3 66.39
(構成) (11.0) (14.0) (35.6) (15.6)

戸 数 12 18.2 24 36.4 30 45.5 66
5反未満 (構成)|(28.6) |(10.3) (48.4) (19.6)

面 積 2.4 15.2 8.62 49.7 6.08 35.1 17.34(構成) (5.6) (2.5) (16.1) (4.1)

合 計 戸 数 41 12.2 233 69.3 62|18.5 336
面 積 46.81 11.0 341.79 80.1 37.87 8.9 426.49

‒̶950-

計 T
h1
e

け
る
耕
作
規
模
の
百
分
比
を
示
し
て
お
り
、

数
括
弧
の
な
い
構
成
比
は
各
耕
作
規
模
毎
の
各

合
農
家
の
存
在
形
態
の
割
合
を
示
し
て
い
る
。

1

例
え
ば
、
耕
作
規
模
三
町
以
上
五
町
未
満
の

mm
9

自
作
農
家
は
一
戸
存
在
し
、
そ
の
耕
作
耕
地

は
三
町
八
反
六
畝
で
あ
る
。
こ

れ
は
、

自
作

農
家
の
二
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
に

相
当
し
、

又
、
三

町
以
上
五
町
未
満
耕
作
層
十
七
戸
の

五
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

第
3 7
表
に
よ
れ
ば
、

鳴
沢
村
の
一
戸
平
均

の
耕
作
面
積
は
一
町
二

反
七
畝
で
あ
る

が
、

6
7

F

そ
の
平
均
値
を
下
回
る
一
町
歩
未
満
層
が
全

体
の
四
六
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
百
五

十
五
戸
存
在
し
、
こ
れ
ら
の
零
細
経
営
農
家

の
耕
作
耕
地
面
積
は
一
九
・
六
パ
ー
セ
ン
ト

h
t
t

に
相
当
す
る
八
十
三

町
歩
余
に
す
ぎ
ず
耕
地

合
配
分
が
著
し
く
片
寄
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対



第三章 昭和戦前期の産業と経済

-951‒

し
て

耕
作ド
規
模
ぶが
三

町
歩
を
超
え
る
階
層
も
十
七
戸
ほ
ど

存
在
す
る
が
、

鳴
沢
村
の
農
業
経
営
の
中
核
は
経
営
面
積
一
～
三
町
歩
層
で
あ

り
、
こ
の
階
層
は
戸
数
で
は
半
ば
を
若
干
下
回
っ
て
い
る
も
の
の
耕
作
耕
地
で
は
三

分
の
二
を
耕
作
し
て
い
る
。
こ
の
経
営
規
模
と
農
家

の
自
小
作
別
の
存
在
形
態
と
の
関
連
を
み
る
と
、
二
町
歩
以
上
の
耕
作
を
行
っ
て
い
る
農
家
の
八
割
ま
で
が
自
小
作
層
で
あ
る
こ
と
を
含

め
て
、

単
に
数
だ
け
で
な
く
、

鳴
沢
村
の
農
業
経
営
の
中
核
は
自
小
作
層
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

こ
れ
に
対
し
て
小
作
層
は
そ
の
半
ば
近
く
が
五
反
未
満
層
に
属
す
る
な
ど
大
部
分
が
一
町
歩
以
下
の

経
営
規
模
で

あ
り
、
こ
の

程
度
で

は
農
業
経
営
の
み
で
は
再
生
産
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

事
実
、

「
農
家
調
査
結
果
表
」
に
よ
れ
ば
、

小
作
農
家
の
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で

が
兼
業
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
林
業
を
兼
業
す
る
も
の
二
六
、

雇
傭
労
働
を
兼
業
す
る
も
の
二
十
四
戸
な
ど
が
多
い
。

日
本
全
体
が
農
業
恐
慌
の
打
撃
か
ら
立
ち
直
り
、

昭
和
初
年
段
階
の
生
産
力
水
準
を
回
復
し
た
昭
和
十
年
代
は
同
時
に
日
中
戦
争
の
真

っ
最
中
で
あ
り
、
昭
和
十
六
年
の
太
平
洋
戦
争
の
開
始
と
と
も
に
鳴
沢
村
の
産
業
経
済
も
一
段
と
戦
時
色
が
強
く
な
っ

た
。

そ
の

第
一

は
、

軍
事
機
密
保
持
の
都
合
か
農
林
業
の
統
計
が
著
し
く

簡
略
と
な
り
作
付
面
積
の
み
の
記
録
と
な
り
実
態
の
把
握
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能

に
な
っ
た
。

戦
争
遂
行
の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
産
業
が
総
動
員
さ
れ
、

農
村
に
対
し
て
は
食
糧
増
産
が
求
め
ら
れ
た
。
例
え
ば
昭
和
十
八
年
の
「
村
常

会
提
案
事
項
」

は
言
う
。

一
食
糧
増
産
ノ
応
急
措
置
二
関
ス
ル
件

現
下
/
食
糧
情
勢
二
鑑
ミ
政
府
、
食
糧
自
給
態
勢
ノ
確
立
ラ
期
シ
之
ガ
達
成
ノ
為
メ
各
般
ノ
方
途
ヲ
講
ゼ
ラ
レ
去
ル
六
月
四
日
ノ
閣
議

ニ
於
テ
之
ガ
対
策
要
綱
ヲ
決
定
セ
ラ
レ
特
に
急
速
実
施
ヲ
要
ス
ル
雑
穀
ノ
増
産

ニ
関
シ
テ
ハ
既
ニ
本
村

二
於
テ
モ
村
農
会
ラ
通
ジ
実
施

ノ
運
ビ
ト
ナ
リ
タ
ル
モ
事
態
ノ
緊
急
性

=
鑑
ミ
克
ク
本
村
ノ
実
情
に
即
シ
テ
実
施
相
成
候
様
格
段
ノ
御
配
慮
相
成
度

(
土
地
ノ
非
常
利
用
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イ
不
耕
作
畑
へ
勿
論
伐
木
跡
地
其
他
ノ
空
地
ニ
ハ
秋
ソ
バ
ヲ
作
付
ス
ル
コ
ト

ロ
桑
園
ニ
ハ
秋
ソ
バ
ノ

間
作
ヲ
行
フ
コ
ト

之
二
要
ス
ル
種
子
不
足
ノ
場
合
、
村
農
会
こ
於
テ
斡
旋
ス

1(
除
草
手
入
ノ
励
行

イ
畑
作
、
除
草
、

中
耕
、

追
肥
等
時
期
ヲ
違
へ
ズ
行
フ
コ
ト

ロ
病
虫
害
ハ
早
期
発
見
徹
底
的
二
防
除
ス
ル
コ
ト

( )
挙
村
草
刈
運
動

イ
肥
料
、
飼
料
、
大
増
産
ノ
為
メ
ニ
夏
八
昨
年
ノ
二
倍
以
上
ノ
草
刈
リ
ヲ
ナ
シ
遂
ゲ
テ
増
産
目
標
ヲ
必
ス
突
破
ス
ル
コ
ト

ロ
此
ノ
為
メ
一
般
農
家
ノ
実
行
、
勿
論
学
校
其
他
ノ
勤
労
報
国
隊
、
特

ニ
協
力
ス
ル
コ
ト

二
昭
和
十
八
年
度
麦
類
並
馬
鈴
薯
供
出
二
関
ス
ル
件

本
年
度
ノ
麦
類
並
馬
鈴
薯
ノ
供
出

=
関
シ
テ
ハ
近
ク
村
農
会

ヨ
リ
各
戸
ニ
対
ス
ル
供
出
割
当
相
成
ル
ベ
キ
ニ
付
テ
ハ
現
下
ノ
食
糧
事
情

ニ
鑑
ミ
割
当
数
量
ノ
供
出
ハ
絶
対
に
必
要
ナ
ル
ト
且
ツ
馬
鈴
薯
ハ
米
麦
等
ト
共
ニ
綜
合
配
給
ト
相
成
ル
モ
ノ
ニ
付
キ
之
ガ
供
出
確
保
に

格
別
ナ
ル
御
協
力
相
煩
度

し
か
し
、
労
働
力
の
中
核
と
な
る
べ
き
青
壮
年
男
子
は
兵
士
と
し
て
動
員
さ
れ
、
こ
れ
に
代
わ
る
べ
き
婦
女
子
の
多
く
も
女
子
挺
身
隊

と
し
て
各
地
の
軍
需
工
場
へ
徴
用
さ
れ
、
昭
和
十
八
年
八
月
の
「
村
常
会
提
案
事
項
」
が
「
食
糧
増
産
上
ノ
緊
要
事
項
タ
ル
労
力
ノ
不
足

対
策
ト
シ
テ
農
村
労
力
ノ
完
全
消
化
並
農
村
栄
養
改
善
ノ
見
地
ョ
リ
農
繁
期
共
同
炊
事
ヲ
開
設
」
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
よ
う
に
労
働

力
不
足
は
覆
う
べ
く
も
な
か
っ
た
。
事
実
、
昭
和
十
八
年
の
鳴
沢
村
の
村
外
へ
の
流
出
人
口
調
べ
で
あ
る

第
三
八
表
に
よ
れ
ば
、
男
は
百

六
十
二
名
の
陸
海
軍
在
営
艦
者
、
す
な
わ
ち
兵
士
と
し
て
召
集
さ
れ
て
い
る
の
を
は
じ
め
と
し
て
三
百
二
十
三
名
が
村
外
に
流
出
し
て
い
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(第38表) 流出人口調 (昭和18年)

男 女 計

県内他市町村へ 20 38 58

他府県へ 128 98 226

朝鮮へ
満州国へ 10 11 21

陸海軍在営艦者 162 62

計 323 148 471

-‒953-

る
。
こ
の
数
字
は
同
年
の

鳴
沢
村
に
於
け
る
男
子
の
本
籍
人
口
百
二
十
四
名
の
三

分
の
一
に
相
当
す
る
。

又
、

女
子
も
他
府
県
へ
の
流
出

を
中
心
に
百
四
十
八
名
を
数
え
る
。
こ
れ
ら
の
流
出
者
は
農
村
不
況
期
の
よ
う
に
村
外
に
生
計
の
途
を
求
め
て
移
動
し
て
い
っ
た
の
で
は

な
く
、
そ
の
多
く
が
兵
士
と
し
て
、
あ
る
い
は
軍
需
工
場
の
労
働
力
と
し
て
根
こ
そ
ぎ
動
員
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

労
働
力
不
足
は
ス
ト
レ
ー
ト
に
生
産
に
反
映
す
る
。
戦
時
下
で
最
後
に
農
産
物
の
生
産
量
と
価
額
が
具
体
的
に
判
明
す
る
昭
和
十
五
年

の
農
産
物
構
成
と
、

比
較
検
討
の
た
め
昭
和
十
五
年
と
十
九
年
の
農
作
物
作
付
面
積
を
一
表
に
示
し
た
第
3 9
表
に
よ
れ
ば
、
昭
和
十
五
年

は
農
産
物
の
生
産
量
は
昭
和
十
三
年
と
比
べ
、
大
麦
、
小

麦、
大

豆、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
は
じ
め
と
し
て
軒
並
み
増
加
し
て
お
り
、

更
に

単
価
も
大
幅
な
上
昇
が
み
ら
れ
こ
の
結
果
同
年
の
農
産
物
収
入
は
昭
和
十
三

年
の
二
・
二

倍
増
と
な
り
十
四
万
円
を
突
破
す
る
に
至
っ

3
2

0
0
2
6 0

た
。

計
し
か
し
、
昭
和
十
九
年
の
作
付
面
積
は
、
先
に
見
た
よ
う
な
食
糧
増
産
の
掛
け
声
も
空
し
く
、
大

1
麦
で
六
割
減
、

小
麦
で
二
割
減
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
二
割
減
な
ど
鳴
沢
村
の
主
要
農
産
物
を
中
心
と

し
て
作
付
面
積
の
減
少
が
み
ら
れ
、
延
面
積
で
も
一
割
以
上
の
減
少
が
み
ら
れ
る
な
ど

農
業
生
産
は

2
急
速
に
悪
化
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、

労
働
力
の
動
員
は
一
層
激
し
く
な
り
、

昭
和
十
九
年
末
現
在

で
は
、

鳴
沢
村
の
男
子
の
本
籍
人
口
の
一
六
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
す
る
二

百
四
名
の
出
征
兵
士

を
含
め
男
子
の
流
出
人
口
は
四
百
二
十
六
名
に
達
し
た
。
こ
の
数
値
は
実
に
本
籍
人
口
の
三
分
の
一

に
当
た
る
。
労
働
能
力
を
有
す
る
男
子
は
総
動
員
さ
れ
た
と
い
っ
て
過
言
で
な
い
。
因
に
同
年
の

鳴
w
h
o

沢
村
の
全
流
出
人
口
は
五
百
九
十
九
名
を
数
え
る
。
こ
の
鳴
沢
村
で
の
事
例
だ
け
を
見
て
も
日
本
は

戦
争
遂
行
能
力
を
ま
っ
た
く
失
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
点
を
端
的
に
示
し
て
い
る
の
が
、
人
間



(第39表) 戦時下の 農業生産

昭 和 15 年 昭和19年
数 量 価 額 作付面積 作付面積

(円) (町) (町)
麦|大 1,131 16,573 6145 21 19
類/ 701.6 18,874 466 35

大 308.4 10,002 23 2 40

小 4 1,680 6 15 | 22

|食 391 5,323 29 1 39 84

60 18 3 73

150 78

ウモ ロ コ シ 11 1,761 44,040 100 6 79 29

バ 124 1,980 28 21 48

ツ マ イモ 1,000 100 85

ジャガイモ 164,900 30,355 43 1 54

根 53,000 3,190 13 6
ニン ジ ン ク 3,000 840 1 5
ゴ 3,000 942 1 1

ギ 11 130 548 24

キ ャ 4,000 400 2 80

ッ - 35,200 5,280 8 6 34

インゲン 豆 石 19.2 687
芸|キュ ウ リ 2,150 1,068 22

カ ボ チ 1,700 530 14

142,622

1

- 954‒

9 3
2 9
2 2
8 4
7 3
1 8
2 9
4 4
8 5
3 6
1 7
5 2
7 0
2 4
8 0
3 4
7 6
2

4
の
生
存
に
と
っ
て
不
可
欠
な
塩
の
統

0
1
3 9

3
5 4

C 8
O

2
9

制
、

配
給
と
い
う

事
態
で
あ
る
。
例

え
ば
昭
和
十
八
年
三
月
分
の
割
当
量

6
2

w
w.
0 08

5 L
O

6
5

1
5

2
5

6
2
6 5

と
し
て
二
八
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
塩

6
1

0
3

が
送
付
さ
れ
た
。
東
京
地
方
専
売
局

甲
府
出
張
所
の
鳴
沢 穴
村
長
宛
の
「
特

1
1

別
加
算
塩
割
当
通
知
書
」

は
事
態
の

量
里

深
刻
さ
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。

通
4

9
5

知
書
は
言
う
。

1
3

4
2

一
本
割
当
量
ハ
曇曩
二
=
通
知
済
ノ

数
石

〃
二

寶
貫

弐
月
分
割
当
見
込
量
二
、
増
配

麦
麦

豆
豆

ワ
エ

ビ
シ

ギ
ツ

量
一
六
〇
〇
斑瓩
ラ
加
算
参
月
分

, }

ト
シ
割
当
タ
モ
ノ
デ
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カ
ラ
ジ

計
1

1
1
0

大
大
小
ア
ヒ
キ

ト
ソ

サ
ッ

大
ニ
ゴ
ネ

キ
キ

カ
月
分
ト
シ
テ
別
ニ
配
給
へ
有
リ

用
園

麦
類

食
マ
セ
ン
。
其
ノ
点
誤
リ
ナ
キ
様

願
ヒ
マ
ス

二
今
回
ノ
増
配
量
ハ
自
家
用
味
噌
正
油
製
造
者
ニ
対
ス
ル
モ
ノ
デ
ス
ガ
、

特
二
重
労
働
者
(
木
材
薪
炭
生
産

者)
及
農
繁
時
ニ
於
ケ
ル
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